
未
来
へ
つ
な
ぐ
明
る
い
笑
顔

̶
　
新
園
舎
で
の
生
活
わ
く
わ
く
　
̶
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危
険
な
場
所
や

避
難
先
を
知
り
ま
し
ょ
う

　
『
大
田
市
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
』
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、浸
水
や
津
波
、

土
砂
災
害
な
ど
の
被
害
を
受
け
る

可
能
性
が
高
い
場
所
の
表
示
や
、

避
難
所
な
ど
の
情
報
を
記
載
し
て

い
ま
す
。

　
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
す
る
こ

と
で
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
役
立
ち

ま
す
。
日
頃
か
ら
危
険
な
場
所
を

確
認
し
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
な
く
さ
れ
た

と
き
は
、
危
機
管
理
課
ま
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
が
見
づ
ら
い
場
合
は
、
島
根
県

統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
「
マ
ッ
プ
Ｏ
Ｎ
し

ま
ね
」
と
い
う
サ
イ
ト
で
閲
覧
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

災
害
の
危
険
が
迫
っ
た
ら

迷
わ
ず
避
難

　
市
か
ら
「
避
難
指
示
（
警
戒
レ

ベ
ル
４
）」が
発
令
さ
れ
た
ら
、危

険
な
場
所
か
ら
必
ず
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。

　
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
乳
幼
児

等
は
避
難
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

家
族
や
施
設
管
理
者
は
、「
高
齢
者

等
避
難（
警
戒
レ
ベ
ル
３
）」が
発

表
さ
れ
た
時
点
で
一
緒
に
避
難
を

開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

早
期
注
意
情
報
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

　
気
象
庁
は
、
警
報
級
の
現
象
が

５
日
先
ま
で
予
想
さ
れ
て
い
る
と

き
に
、
そ
の
可
能
性
を
「
早
期
注

　
近
年
、
全
国
に
お
い
て
地
震
、
大
雨
や
台
風
に

よ
る
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
お
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
梅
雨
に
か
け
、

大
雨
が
続
く
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

も
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や
浸
水
な
ど
の
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
に
備
え
る
こ
と
は
、
今
か
ら
で
も
遅
く
あ

り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
る
と
と

も
に
、
災
害
時
に
住
民
同
士
で
助
け
合
え
る
よ
う

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

突然迫る脅威
出水期を前に水害や土砂災害に備えましょう
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ご
活
用
く
だ
さ
い

り
災
証
明
書
・
被
災
証
明
書

　
市
で
は
、
自
然
災
害
に
よ
っ
て

住
宅
な
ど
を
被
災
し
た
人
が
保
険

の
請
求
手
続
き
な
ど
で
必
要
と
な

る
「
り
災
証
明
書
」
「
被
災
証
明

書
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
被
害
に
あ
っ
た
日
か
ら
６
か

月
以
内
の
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
り
災
証
明
書

　
住
家
に
被
害
を
受
け
た
場
合
に

　
職
員
が
現
地
を
確
認
後
、
被
害

　
の
程
度
を
証
明

▽
被
災
証
明
書

　
写
真
な
ど
に
よ
り
、
住
宅
や
動

　
産
な
ど
に
被
害
が
あ
っ
た
事
実

　
の
み
を
証
明

問
危
機
管
理
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
９
）

災害時の情報収集
　市では、さまざまな方法で防災・災害関
係の情報を発信しています。
　いざというときに情報がなければ、どの
ように行動すべきか判断できません。事前
に収集できる情報を確認しておきましょう。

  ホームページ
　大田市　https://www.city.oda.lg.jp
　気象庁　https://www.jma.go.jp

  大田市メール配信サービス
　大田市では防災や防犯、気象情報などを
スマートフォンや携帯電話、パソコンにメー
ル（画面表示）で知らせる「メール配信サー
ビス」をおこなっています。
【登録方法】
①次のアドレスに件名、文面を「入力せ
　ずに」メールを送信する

②登録用メールが返送される
　メール記載のアドレスに接続する
③登録画面が表示される
　必要な情報を選び、「確認」ボタンを選
　択する
④内容を確認し、「登録」ボタンを選択
　　　　　　　　　　 ―以上で完了です。

  防災行政無線
　屋外に設置したスピーカーで、一斉に災
害情報などをお知らせするシステムです。
また、同じ内容は石見銀山テレビ放送の音
声告知放送（設置には契約が必要）からも
放送されています。大雨などにより放送が
聞き取れなかった場合には、電話で放送内
容を確認できます。
　☎0854‐82‐4444または4554
※　自動音声により録音放送を聞くことが
できます。

  Facebook　
　災害の状況や応急対策、ライフラインの
復旧、交通規制に関する情報などを発信し
ています。

  テレビ・ラジオ
　テレビのデータ放送（ｄボタン）では、い
つでも気象情報が確認できます。

e-ohda@xpressmail.jp
　「ＱＲコード」からも
　登録できます。

非常時持出品
▽食品類
　飲料水、非常食など
▽衣類
　下着・上着、タオル、洗面用具
　など
▽貴重品
　預金通帳、印鑑、現金など
▽安全対策ほか
　常備薬、お薬手帳、マスク、消
　毒液、体温計など
▽日用品
　懐中電灯、携帯ラジオ、予備電
　池、携帯電話、充電器など
▽子ども・高齢者
　粉ミルク、ほ乳瓶、離乳食、流
　動食、紙おむつなど
▽ペット
　ケージ、ペットフード、ふん尿
　の始末用品など

意
情
報（
警
報
級
の
可
能
性
）」と

し
て
「
高
」、「
中
」
の
２
段
階
で

発
表
し
ま
す
。「
高
」が
発
表
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、
大
雨
警
報
や
洪

水
警
報
、
暴
風
警
報
な
ど
が
発
令

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
ど
な
た
で
も
確

認
で
き
る
情
報
で
す
の
で
、
参
考

と
し
て
く
だ
さ
い
。

日
頃
の
備
え
を

意
識
し
ま
し
ょ
う

　
危
険
度
が
高
い
夜
間
の
避
難
を

考
え
、
い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
場

所
に
備
蓄
品
を
置
く
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
普
段
か
ら
自
宅
に

少
し
多
め
の
食
材
や
加
工
品
を

買
っ
て
お
き
、
常
に
一
定
量
の
食

料
を
備
蓄
し
て
お
く
「
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
ク
」が
お
す
す
め
で
す
。

ま
た
、
非
常
食
は
最
低
３
日
分
、

余
裕
が
あ
れ
ば
１
週
間
分
備
蓄
し

て
お
く
と
安
心
で
す
。

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を

お
手
伝
い
し
ま
す

　
自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
時
に

地
域
住
民
同
士
が
助
け
合
い
、
情

報
共
有
や
避
難
、
救
助
な
ど
を
行

う
組
織
で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
を
設
立
す
る
最

大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
研
修
や
訓
練

を
通
じ
て
住
民
同
士
の
連
携
が
生

ま
れ
、
災
害
時
に
お
い
て
早
期
の

避
難
や
助
け
合
い
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
市
で
は
自
主
防
災
組
織
設
立
の

支
援
と
し
て
、
相
談
や
地
域
で
の

説
明
、
組
織
化
に
関
す
る
助
言
な

ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
後
に

は
訓
練
計
画
作
成
の
支
援
や
防
災

研
修
の
実
施
、
資
機
材
に
関
す
る

補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
災
害
に
備
え
、
未
設
立
の
地
域

で
は
、
共
助
の
取
り
組
み
と
な
る

組
織
化
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。



広報おおだ　Ｒ5（2023）５.25 4

書
店
を
訪
問
し
応
援
に
感
謝

　
千
早
氏
は
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

の
前
日
（
15
日
）
に
大
田
市
に
到

着
。
小
説
『
し
ろ
が
ね
の
葉
』
を

筆
頭
に
千
早
氏
の
作
品
が
ず
ら
り

と
並
ぶ
特
設
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
て
い
る
「
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

ジ
ャ
ス
ト
大
田
店
」
を
訪
れ
ま
し

た
。

　
か
ね
て
か
ら
千
早
氏
の
フ
ァ
ン

だ
っ
た
と
い
う
、
特
設
コ
ー
ナ
ー

を
担
当
し
た
島
田
優
紀
さ
ん
は
、

千
早
氏
の
印
象
を
「
気
さ
く
で
優

し
く
て
話
し
や
す
い
。
会
っ
て
さ

ら
に
好
き
に
な
っ
た
」
と
興
奮
気

味
に
話
し
ま
し
た
。

市
長
を
表
敬
訪
問

　
そ
の
後
、
市
役
所
を
訪
れ
、
市

長
と
面
会
。
取
材
で
石
見
銀
山
を

３
回
訪
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
大
田

市
の
観
光
や
食
に
つ
い
て
話
し
、

「
大
あ
な
ご
が
美
味
し
か
っ
た
。

次
回
は
蕎
麦
が
食
べ
た
い
」
と
大

田
市
の
郷
土
料
理
が
気
に
入
っ
た

よ
う
す
で
し
た
。

　
会
話
の
中
で
不
意
に
出
た
市
長

の「
石
見
弁
」に
、「
や
っ
ぱ
り
石

見
弁
が
自
然
に
出
る
ん
で
す
ね
」

と
感
動
さ
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。「
石
見
神
楽
も
鑑
賞
し
た
い
」

と
、
伝
統
芸
能
に
も
興
味
を
持
た

れ
た
よ
う
す
で
し
た
。

２
０
１
１
年
に
石
見
銀
山
を
訪
れ
た
と
き

こ
の
地
で
生
き
た
人
々
の
想
い
を

想
像
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た

『
し
ろ
が
ね
の
葉
』
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
開
催

第
１
６
８
回
直
木
賞
受
賞
記
念
　 

千
早
　
茜
　
氏

千早　茜　氏

市
役
所
に
て
市
長
と
談
笑

ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ジ
ャ
ス
ト
の

特
設
コ
ー
ナ
ー
で
島
田
さ
ん
と

　
石
見
銀
山
を
舞
台
と
し
た
小
説
『
し
ろ
が
ね
の
葉
』。

　
そ
の
小
説
の
作
者
で
直
木
賞
受
賞
の
作
家
、
千
早
茜
氏
が
受
賞

後
初
め
て
大
田
市
を
訪
問
。
石
見
銀
山
へ
の
想
い
や
執
筆
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
お
聞
き
す
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
、
４
月
16
日
に

大
田
市
民
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
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ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
は
執
筆
に

あ
た
っ
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

　
山
陰
中
央
新
報
社
大
田
支
局
の

曽
田
元
気
支
局
長
が
聞
き
役
と
な

り
、
対
談
形
式
で
お
こ
な
わ
れ
た

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
。

　
千
早
氏
は
「
時
代
小
説
を
書
く

の
は
初
め
て
で
、
自
分
に
と
っ
て

は
挑
戦
だ
っ
た
」
こ
と
や
、
２
０

１
１
年
に
初
め
て
石
見
銀
山
を
訪

れ
、
地
元
ガ
イ
ド
か
ら
「
石
見
銀

山
の
女
性
は
夫
を
３
人
も
つ
。
そ

れ
く
ら
い
鉱
山
で
働
く
人
の
寿
命

は
短
か
っ
た
」
と
聞
い
た
こ
と
が

着
想
の
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
と
語

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
支
配
す
る
側
の
人
間
で

は
な
く
、
記
録
に
残
ら
な
い
市
井

の
人
の
暮
ら
し
を
描
き
た
く
、
１

人
の
女
性
の
生
涯
を
通
し
て
石

見
銀
山
を
見
つ
め
る
物
語
に
し
た

こ
と
も
話
し
ま
し
た
。

　
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
石
見
銀

山
を
訪
れ
、
小
説
に
登
場
す
る
場

所
は
、
ほ
と
ん
ど
ご
自
身
で
歩
き

取
材
し
た
こ
と
も
紹
介
。
方
言
に

は
か
な
り
気
を
つ
か
い
、
ご
自
身

で
方
言
の
一
覧
を
作
り
、
石
見
弁

と
出
雲
弁
の
違
い
も
勉
強
し
な
が

ら
登
場
人
物
た
ち
の
会
話
を
描
い

た
そ
う
で
す
。

　
さ
ら
に
、
小
説
に
登
場
す
る
魅

力
的
な
登
場
人
物
た
ち
に
つ
い
て

の
思
い
入
れ
に
も
触
れ
、「
山
師
の

営
み
を
考
え
る
と
、
あ
る
も
の
を

消
費
し
て
い
く
の
が
石
見
銀
山
。

採
り
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
ら
終

わ
っ
て
し
ま
う
。
け
れ
ど
作
り
出

し
て
い
く
の
も
ま
た
人
」
で
あ
る

こ
と
を
物
語
の
最
後
で
は
考
え
た

こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
回
１
年
ぶ
り
に
石
見
銀
山
を

訪
れ
た
千
早
氏
は
「
緑
の
色
が
と

て
も
懐
か
し
く
感
じ
た
」
と
、
現

地
の
印
象
を
語
り
ま
し
た
。
石
見

銀
山
の
魅
力
は
「
想
像
が
阻
害
さ

れ
ず
、
自
分
の
想
像
力
を
信
じ
る

こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
」
だ
と
言

い
、
蝋
人
形
な
ど
の
作
り
も
の
の

解
説
が
な
く
、
生
の
ま
ま
の
坑
道

や
自
然
、
リ
ア
ル
な
生
活
風
景
が

残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
惹
か
れ
る

と
話
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
来
場
者
に
対
し
て「『
し

ろ
が
ね
の
葉
』
の
作
品
を
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
結
び
ま
し
た
。

主
人
公
の
気
持
ち
に
な
ろ
う
と

石
見
銀
山
を
実
際
に
歩
い
て

銀
山
の
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
想
像
し
ま
し
た

「間歩カラー」の服と「しろが
ね」色のブーツで登場

会
場
に
は
約
７
０
０
人
の
来
場
者

市
長
よ
り
石
見
神
楽
面
を
贈
呈

サ
イ
ン
会
で

フ
ァ
ン
と
触
れ
合
う
千
早
氏

問石見銀山課（☎0854‐83‐8131）

＊

し
せ
い

＊
市
井
　
人
が
多
く
集
ま
り
住
む
所
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島
根
県
を
東
西
に
結
ぶ
山
陰

道
は
、
つ
な
が
る
こ
と
で
経
済
活

動
の
み
な
ら
ず
、
防
災
や
医
療
、

福
祉
な
ど
「
命
の
道
」
と
し
て
も

効
果
を
発
揮
す
る
重
要
な
道
路
で

あ
り
、
す
で
に
開
通
し
て
い
る
区

間
に
お
い
て
は
、
移
動
時
間
の
短

縮
を
は
じ
め
、交
通
事
故
の
減
少
、

災
害
時
の
交
通
機
能
の
確
保
な
ど

に
整
備
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、「
大
田
・
静
間
道

路
」「
静
間
・
仁
摩
道
路
」が
、
ま

た
、
令
和
６
年
度
に
は
出
雲
市
内

の
「
出
雲
・
湖
陵
道
路
」「
湖
陵
・

多
伎
道
路
」
が
開
通
予
定
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
大
田
市
が
本
格
的

に
県
東
西
の
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、

さ
ら
な
る
産
業
振
興
や
地
域
間
の

周
遊
観
光
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
市
で
は
、
事
業
区
間
の
１
日
も

早
い
完
成
と
、
山
陰
道
の
全
線
開

通
に
向
け
、
引
き
続
き
関
係
機
関

へ
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
事
業
推
進
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
６
７
）

山
陰
道

　
令
和
５
年
度
事
業
計
画

　現
在
、
大
田
市
管
内
で
は
、「
大
田
・
静
間
道
路
」、

「
静
間
・
仁
摩
道
路
」、「
福
光
・
浅
利
道
路
」
で
着
々
と

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

建設が進む「大田・静間道路」　 静間川橋付近

令和５年度　山陰道事業計画（大田市関係分）
道　路　名 延　長 事　　業　　内　　容

大田・静間道路 5.0 令和５年度　開通予定

静間・仁摩道路 ㎞

福光・浅利道路 ㎞

（調査設計、用地補償、改良工事、舗装工事、道路付属物設置工事等）
令和５年度　開通予定
（調査設計、用地補償、改良工事、舗装工事、道路付属物設置工事等）
平成28年度　事業化
（調査設計、用地買収、用地補償、改良工事、橋梁下部工事等）

㎞

7.9

6 5.
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右から市長、島根中央信用金庫の福間均理事長、
田中敏行専務理事、朝野桂次大田営業部長

（左）エコムーバ―株式会社　
　　　大川貴久代表取締役

　
こ
の
た
び
、
石
見
銀
山
郷
土
料
理
研
究
会
の
片
地
六

治
郎
会
長
が
、
日
本
調
理
師
連
合
会
が
実
施
す
る
「
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
美
食
・
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
（
調
理

界
の
殿
堂
）
」
を
受
賞
し
、
４
月
18
日
、
市
長
に
報
告

し
ま
し
た
。

　
片
地
会
長
は
18
歳
か
ら
地
元
の
料
亭
で
見
習
い
を

始
め
、
京
都
府
や
神
奈
川
県
な
ど
で
修
業
。
９
年
前
ま

で
大
田
市
内
で
懐
石
料
理
店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
日

本
料
理
人
と
し
て
長
年
に
わ
た
る
数
々
の
功
績
に
よ
り
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　「
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
記
憶
に
残
る
よ
う
な
料
理

を
作
り
、
美
味
し
い
日
本
料
理
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
片
地
会
長
は
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。
市
長
は
「
こ
の

大
田
市
に
調
理
界
の
殿
堂
を
受
賞
さ
れ
た
片
地
会
長
が

い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」
と
受
賞
を
喜
び
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民

間
有
識
者
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
で
、
定
期
的
に
市

役
所
や
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
行
政
相
談
所

を
開
設
し
、
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

役
所
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
、
意
見
、
要
望
、
問

い
合
わ
せ
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、
関
係
行
政

機
関
に
対
し
改
善
の
申
入
れ
を
お
こ
な
う
な
ど
し

て
、
そ
の
解
決
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
大
田
市
担
当
の
行
政
相
談
委
員
は
、
堀
亨
委

員
、
三
森
の
り
子
委
員
、
大
迫
一
司
委
員
、
小
浪

裕
委
員
の
４
人
で
、
委
嘱
期
間
は
令
和
５
年
４
月

１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

エ
コ
ム
ー
バ
ー
株
式
会
社
と

島
根
中
央
信
用
金
庫
が
大
田
市
を
応
援

　
こ
の
た
び
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
を
活
用
し
、
エ
コ
ム
ー

バ
ー
株
式
会
社（
東
京
都
新
宿
区
）

と
島
根
中
央
信
用
金
庫（
出
雲
市
）

か
ら
、
多
様
で
活
力
あ
る
産
業
を

つ
く
る
事
業
に
そ
れ
ぞ
れ
寄
附
が

あ
り
ま
し
た
。

　
４
月
14
日
と
20
日
に
感
謝
状

贈
呈
式
が
開
か
れ
、
市
長
か
ら

「
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

大
田
市
の
産
業
振
興
へ
の
ご
支
援

に
深
く
感
謝
す
る
」
と
お
礼
を
述

べ
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　国が認定した地方公共団体の
地方創生プロジェクトに対して、
企業が寄附をおこなった場合に
法人関係税から税額控除する仕
組み

企業版ふるさと納税制度
（地方創生応援税制）とは…

問
政
策
企
画
課
（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
０
０
５
）

―調理界の殿堂に―
美食アカデミー賞を受賞

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

　 

行
政
相
談
委
員
が
決
定

三森委員 堀委員

大迫委員小浪委員

表
彰
盾
を
手
に
す
る
片
地
会
長
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４
月
９
日
、
大
田
市
山
村
留
学

セ
ン
タ
ー・三
瓶
こ
だ
ま
学
園（
山

口
町
）
で
、
第
20
期
生
の
入
園

の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
　

　
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
２
年

生
ま
で
の
７
人
が
入
園
し
、
一
人

ず
つ
自
己
紹
介
と
学
園
生
活
の

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
入
園
者
の

ひ
と
り
は
「
自
然
に
触
れ
た
く
て

三
瓶
に
来
た
。
大
田
市
の
こ
と
を

た
く
さ
ん
知
り
た
い
」
と
期
待
に

胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
通
し

て
、
自
然
と
文
化
が
豊
か
な
大
田

の
魅
力
を
体
感
し
、
多
く
の
宝
物

を
得
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
こ
の
た
び
、
大
森
町
に
あ
る
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
武

　
家
屋
敷「
渡
辺
家
住
宅
」な
ど
を
活
用
し
た
新
園
舎
に
、大
森

　
さ
く
ら
保
育
園
が
移
転
、
ま
た
大
森
町
初
と
な
る
放
課
後
児

　
童
ク
ラ
ブ
も
設
立
さ
れ
、
幅
広
い
年
齢
の
子
ど
も
が
集
う
拠

　
点
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
　
４
月
15
日
に
、
認
可
保
育
園
「
大
森
さ
く
ら
保
育
園
」
と
、

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
お
お
も
り
児
童
ク
ラ
ブ
渡
辺
家
」
の

　
開
所
設
立
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
見
銀
山
い
く
じ
の
会
」の
三
ツ
井
道
廣
理

　
事
長
は「
今
ま
で
以
上
に
よ
り
良
い
環
境
で
保
育
が
で
き
る
。

　
若
い
人
が
育
児
し
や
す
い
町
と
い
う
こ
と
で
定
住
に
つ
な
げ

　
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。市
長
は「
渡
辺
家
の
よ
う
な

　
文
化
財
を
活
用
し
た
児
童
福
祉
施
設
は
、
全
国
的
に
も
珍
し

く
、
ま
さ
に
世
界
遺
産
の
町
、
大
森
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
。
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
の
も
と
、
す
く
す
く
と
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
囲
ま
れ
た
こ
の
町
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
包
ま
れ
て
育
つ
多
く
の
子
ど
も
た
ち
。
と

も
に
暮
ら
し
、
と
も
に
育
む
保
育
理
念
の
も
と
、
大
森
っ
子
た
ち
の
新

た
な
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。

全
国
各
地
か
ら
７
人
が
大
田
市
へ

　
今
年
３
月
末
に
１
５
０
年
の
歴

史
に
幕
を
閉
じ
た
市
立
池
田
小

学
校
と
、
市
立
川
合
小
学
校
を
統

合
し
、
新
た
な
「
川
合
小
学
校
」

と
し
て
出
発
す
る
た
め
、
４
月
10

日
に
開
校
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

　
坂
田
幸
義
校
長
は
、
統
合
に
向

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
乗
り
越

え
て
き
た
経
緯
か
ら
、
教
育
テ
ー

マ
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
挑
戦
」
を

掲
げ
ま
し
た
。
旧
川
合
小
46
人
、

旧
池
田
小
13
人
の
在
校
生
に
、

12
人
の
新
入
生
を
迎
え
、
新
た
な

「
川
合
小
学
校
」
と
し
て
の
出
発

に
、
期
待
が
ふ
く
ら
み
ま
す
。

児
童
代
表
と
し
て
松
原
隼
人
さ
ん
（
左
）

と
、
飯
田
倫
基
さ
ん
が
あ
い
さ
つ

新
園
舎
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト

花
束
を
渡
す
園
児

三瓶での新生活に胸ふくらませ
山村留学センター・三瓶こだま学園

池田小と川合小が統合し開校式
新たな川合小学校での生活に期待

新園舎でのびのび育て 大森っ子
大森さくら保育園・おおもり児童クラブ渡辺家

おおだ
ウォッチング

まちの話題を紹介
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４
月
16
日
、
今
年
で
43
回
目

を
迎
え
る
三
瓶
山
山
開
き
が
西
の

原
で
お
こ
な
わ
れ
、
登
山
シ
ー
ズ

ン
の
幕
が
あ
け
ま
し
た
。
当
日
は

天
候
不
良
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、

関
係
者
の
み
で
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
神
事
で
は
三
瓶
町
の
高
田
八

幡
宮
の
村
田
有
郷
宮
司
が
、
三
瓶

サ
ー
モ
ン
な
ど
が
供
え
ら
れ
た
特

設
の
祭
壇
で
祝
詞
を
あ
げ
、
登
山

の
安
全
を
祈
願
し
、
関
係
者
が
玉

串
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　
緑
豊
か
で
、
大
自
然
を
感
じ
る

三
瓶
山
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
　

山
開
き
神
事
を
お
こ
な
い
ま
し
た

　
昭
和
54
年
の
開
校
以
来
、
島

根
県
の
農
林
業
発
展
の
担
い
手

と
な
る
多
く
の
人
材
を
育
成
し
て

い
る
島
根
県
立
農
林
大
学
校
の

入
学
式
が
４
月
11
日
に
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
農
林
業
は
、
持
続
可
能
な
社
会

を
築
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
分
野

で
あ
り
、今
後
ま
す
ま
す
多
様
化・

高
度
化
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
入
学
さ
れ
た
72
人
の
皆
さ
ん
に

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
新
し
い

技
術
を
活
用
し
た
実
践
的
な
能

力
を
身
に
つ
け
、
農
林
業
を
支
え

る
力
と
し
て
地
域
の
発
展
に
貢

献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
学
生
の
皆
さ
ん

三瓶山登山者の安全を祈願
第43回三瓶山山開き

未来の農林業の担い手 新たな第一歩
島根県立農林大学校 入学式

　
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
を
奨
励
し
、

領
民
を
飢
饉
か
ら
救
い
「
い
も
代

官
」
と
慕
わ
れ
る
井
戸
平
左
衛
門

正
明
公
。
そ
の
功
績
を
た
た
え
、

中
国
地
方
各
地
に
建
立
さ
れ
て
い

る
５
３
３
基
の
頌
徳
碑
を
実
際

に
現
地
に
出
向
い
て
調
査
し
、
全

覧
を
発
行
し
た
こ
と
を
、
大
田
市

文
化
協
会
の
石
賀
了
会
長
が
市

長
に
報
告
し
ま
し
た
。
　

　
石
賀
会
長
は
「
こ
れ
ほ
ど
の
石

碑
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
は
す
ご
い

こ
と
。
自
分
の
犠
牲
を
顧
み
ず
、

困
っ
て
い
る
人
を
救
っ
た
井
戸
公

の
生
き
方
を
子
ど
も
達
に
学
ん
で

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

完
成
し
た
冊
子
を
手
に
す
る

石
賀
会
長
（
右
）

　
４
月
13
日
、
大
田
塗
装
看
板
業

組
合
（
和
田
貢
理
事
長
）
が
、
代

官
山
動
物
園
で
ペ
ン
キ
を
塗
り

替
え
る
奉
仕
作
業
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　
昭
和
34
年
に
開
園
し
、
長
年
愛

さ
れ
て
き
た
代
官
山
動
物
園
。
毎

年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に
作

業
が
実
施
さ
れ
、
今
年
で
54
回
目

に
な
り
ま
す
。
こ
の
日
も
丁
寧
な

作
業
が
お
こ
な
わ
れ
、
フ
ェ
ン
ス

が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
和
田
組
合
長
は
「
た
く
さ
ん
の

人
に
遊
び
に
き
て
も
ら
い
、
気
持

ち
よ
く
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

サ
ビ
止
め
、
ペ
ン
キ
塗
り
の
作
業
は

手
際
よ
く
進
め
ら
れ
ま
し
た

井戸公頌徳碑533基全覧が完成
「いも代官」碑を現地調査

飼育小屋をペンキできれいに塗装
子どもたちの憩いの場「代官山動物園」

し
ょ
う
と
く 

ひ



こんにちは
保健師です 「子育てアプリ　おおだっこ（母子モ）」を配信しています！

《子育てアプリ　おおだっこ（母子モ）でどんなことができる？》

ぼ し も

　母子健康手帳や子育てアプリは、お子さんの成長発達を記録したり、産前産後のお母さんの健康を守るために
大切なものです。記録することで、自身の体や心の変化に気づくことができます。気になることや少しでも不安
を感じたときには、一人で抱え込まず相談しましょう。また、お母さん、お父さん、家族から、お子さんへの思
いなどをつづることができます。

６月の子育て応援コーナー

※日本語のほか、英語、中国語、韓国語、ポルトガル語などの外国語（11か国語）にも対応しています。

※　予約制です。子ども家庭支援課へお申し込みください。

妊娠・子育て情報　発信中

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

出産・育児に役立つ情報や沐浴・離乳
食などの子育て動画など、家族を助け
てくれる機能があります

妊娠中の健康記録やお子さんの成長記
録、予防接種のスケジュール管理がで
きます

妊娠8か月アンケートのお知らせが
届きます
（出産・子育て応援事業）

お子さんの写真や成長日記などを
記録することができます

妊娠期から子育て期を対象とした教室
（育児教室・離乳食教室など）や子育
て支援センターだより、地域のイベン
ト情報が届きます

《おおだっこ（母子モ）》 《母子健康手帳情報支援サイト》
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種　類 日　時 場　所 内　容 持　参

乳幼児相談 ７日㈬

21日㈬

27日㈫

9:00～11:30
母子健康包括支援

センター「おおだっこ」
（大田市役所1階）

身体計測、育児相談
栄養相談

対象／生後８か月頃までの
乳児とその保護者

身体計測、母乳相談
母子健康包括支援

センター「おおだっこ」
（大田市役所1階）

仁摩保健センター

13:00～16:15

10:00～11:30
受付9:45～

母子健康手帳、バスタオル

母子健康手帳、バスタオル

母子健康手帳、バスタオル、
おむつ、飲み物（お子さん用）

授乳サロン
ごくごく

離乳食教室
（前期）
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健康ガイド６月 ☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）

がん検診（集団）

※　直接各医療機関へ予約してください。

種　類 日　程 場　所 対象者など

がん検診（個別）
種　類 医療機関 対象者など

そのほかの健（検）診
種　類 医療機関 対象者など

肺がん検診
個人通知あり

☆大腸がん検診
容器配布日
個人通知なし

☆子宮頸がん
検診

特定健診等健康診査
（６月～12月）

指定医療機関
（詳しくは個人通知をご覧ください）

大田市 市立病院（医事室☎0854-84-7571）

出雲市 島根県立中央病院ほか7医療機関
（市ホームページをご確認ください）

20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

40歳以上で次の該当者
　・大田市国民健康保険加入者・生活保護受給者
　・島根県後期高齢者医療制度加入者
◎自己負担金　無料

後期高齢者
歯科口腔健診

（６月～12月）

指定歯科医療機関
（詳しくは個人通知をご覧ください）

島根県後期高齢者医療制度加入者のうち、昭和13年
４月２日～昭和23年４月１日生まれの人
◎自己負担金　無料
◎お持ちいただくもの　健診受診票

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 市立病院（医事室☎0854-84-7571）
　　　　 ※　２回の受診が必要です

出雲市 ひゃくどみクリニック（☎0853-21-0130）
ヘルスサイエンスセンター島根(☎0853-20-0649)

40歳以上の女性（完全予約制）
◎自己負担金　2,000円

回収日

５日㈪ 
６日㈫ 
７日㈬ 
８日㈭ 
12日㈪
19日㈪
20日㈫ 
21日㈬
26日㈪ 

13日㈫
14日㈬
15日㈭

 9:00～12:00
13:00～16:00

7月3日㈪
9:00～11:00

宅野まちづくりセンター、旧仁摩漁協
仁摩保健センター 
五十猛町 
川合町 
波根町 
富山町、朝山町 
鳥井町 

久手町 

温泉津町
温泉津地区は支所
湯里・井田・福波は各まちづくりセンター
仁摩町
仁万・天河内地区は支所
宅野・大国・馬路は各まちづくりセンター

同上

【大腸がん検診（容器配布）】
  40歳以上（事前申込不要）
  ◎自己負担金　400円
  ・２日間の便を容器に取る検査

【肺がん検診】　40歳～64歳
【肺がん・結核検診】　65歳以上
  ◎自己負担金　無料
  ◎持参　検診受診票、健康手帳
  ・会場、受付時間等詳細は個人通知を
  ご確認ください。



問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）

　
前
回
に
続
い
て
鳥
井
南
遺
跡
を

紹
介
し
ま
す
。

　
鳥
井
南
遺
跡
は
島
根
県
西
部
で

も
注
目
さ
れ
る
遺
跡
の
１
つ
で
す
。

そ
の
理
由
は
前
回
の
祭
祀
遺
物
の

ほ
か
に
、
弥
生
時
代
の
建
物
跡
が

数
多
く
見
つ
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
大
田
市
中
心
部
か
ら
北
側
を
望

む
と
、
な
だ
ら
か
な
丘
陵
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
標
高
約
１
０
０
㍍

の
尾
根
付
近
に
、
紀
元
後
２
世
紀

か
ら
３
世
紀
頃
の
建
物
跡
が
10
数

棟
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
建

物
は
竪
穴
建
物
と
呼
ば
れ
、
地
面

を
掘
り
く
ぼ
め
て
屋
根
を
か
け
る

形
式
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
掘
立
柱

建
物
と
呼
ば
れ
る
、
柱
穴
を
直
接

地
面
に
掘
り
込
ん
で
造
る
建
物
も

１
棟
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
代
の
感
覚
で
は
、
こ
ん
な
高

い
場
所
に
住
む
の
は
不
便
に
感
じ

ら
れ
ま
す
が
、
稲
な
ど
を
生
産
す

る
に
は
適
さ
な
い
高
所
に
集
落
を

設
け
る
例
は
「
高
地
性
集
落
」
と

呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
瀬
戸

内
と
大
阪
湾
岸
に
見
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
当
時
の
軍
事
的
、
政
治
的

な
争
い
の
痕
跡
だ
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
中
国
の
歴
史
書
に
あ
る

「
倭
国
大
乱
」の
証
拠
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
大
乱
と
い
う
の
は
、

当
時
あ
っ
た
小
さ
な
ク
ニ
や
ム
ラ

と
い
う
集
団
が
抗
争
を
繰
り
返
し

た
こ
と
。
争
い
が
終
わ
っ
た
３
世

紀
中
ご
ろ
に
は
国
内
は
統
一
さ
れ
、

全
国
各
地
に
同
じ
形
を
し
た
前
方

後
円
墳
が
広
が
り
ま
す
。

　
考
古
学
研
究
の
進
展
で
、
高
い

と
こ
ろ
に
あ
る
弥
生
時
代
の
集
落

す
べ
て
が
争
乱
に
関
係
す
る
も
の

で
は
な
い
と
の
見
方
も
あ
り
ま
す
。

水
は
け
が
よ
い
場
所
を
選
ん
だ
適

住
地
だ
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　
鳥
井
南
遺
跡
で
は
、
建
物
跡
の

ほ
か
に
大
き
な
溝
も
見
つ
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
が
集
落
を
防
御
す
る

た
め
の
施
設
な
の
か
、
断
定
は
で

き
な
い
も
の
の
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
発
見
さ
れ
た
集
落
の
一
部
は
現

地
に
残
っ
て
い
ま
す
。
尾
根
か
ら

南
へ
は
、
三
瓶
山
を
中
心
と
し
た

山
々
。
北
に
は
海
岸
線
か
ら
広
が

る
日
本
海
。
古
代
を
考
え
る
こ
の

ス
ポ
ッ
ト
は
、
市
内
有
数
の
ビ
ュ

ー
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り
ま
す
。
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た
て
あ
な
た
て
も
の

ほ
っ
た
て
ば
し
ら

た
て
も
の

鳥井南遺跡の
　　　　　　　　　弥生時代集落跡

石見銀山と市内遺産

おすすめの本

なるほど分かった　地域の宝

■：３館共通　○：温泉津のみ休館
□：仁摩・温泉津は特別休館

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00
温泉津図書館　☎0855-65-2177　10:00～17:00

『あなたはここにいなくとも』　町田　そのこ／著　
　　　　　　　　　　　　　新潮社（中央図書館所蔵）

◇展示テーマ
「雨の日の過ごし方」

第２回

　自身の履歴をリセットしながら
生き、そして亡くなった藤江さん、
終末期施設への入所を前に断捨離
をする澪さん。収録の５編の物語
全て「先を生くひと」の灯す道筋
がほのかに温かく感じられる１冊
です。

　おでかけや外仕事を潔くあきらめて、アルバ
ムを整理したり、絵手紙を描いたり、普段より
手の込んだ料理を作ったり……。雨の日の過ご
し方も、本が応援してくれますよ。

「水辺の宝石」

中
　央

仁
　摩

６月の図書館お休みの日

　芒種の頃、私達の身の回りの自然に目を向け
ると、宝石のような輝きをもつ生き物たちがた
くさん。そんな初夏を彩る本を紹介します。

ぼうしゅ

◇特別休館のお知らせ（蔵書点検）
　仁摩図書館・温泉津図書館　６月26日㈪～６月30日㈮
　本の返却は、返却ポストまたは中央図書館へお願いします。
◇お知らせ
　６月１日より、貸出冊数・貸出期間を従来の10冊、２週間にもどします。

◇行事と企画展
図書館

中 央

仁 摩

行　事
おはなし会
ストーリーテリング
古文書を読む会
おはなし会

10日㈯･24日㈯
10日㈯
17日㈯
17日㈯

６月１日㈭～６月25日㈰

14:00～14:20
14:00～16:00
14:00～16:00
10:15～10:45

アーティフィシャル
フラワー展

日　　時
火 木 金日

④
⑪
⑱
㉕

月 水

5

12

19

６

13

20

27

７

14

21

1

8

15

22

2

9

16

23

30

土

③
⑩
⑰
㉔

26 28 29



　
皆
さ
ん
は
、
大
田
市
に
多
く
の

外
国
人
が
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
今
回
は
、
在
住
外
国
人
の
人
権

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

大
田
市
の

在
住
外
国
人
の
状
況

　
大
田
市
に
は
令
和
５
年
４
月
１

日
現
在
、
17
の
国
と
地
域
か
ら
来

日
し
た
４
１
０
人
の
外
国
人
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
１
９
２
人

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
65
人

　
ベ
ト
ナ
ム
59
人

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
27
人

　
韓
国
・
北
朝
鮮
25
人

　
中
国
22
人

　
ア
メ
リ
カ
５
人

　
モ
ン
ゴ
ル
４
人

　
タ
イ
３
人

　
カ
ナ
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
・
マ
レ
ー

　
シ
ア
・
ネ
パ
ー
ル
・
ニ
ュ
ー

　
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
・

　
ル
ー
マ
ニ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
各
１

　
人

　
ま
た
、
年
齢
別
で
は
16
歳
未
満

が
18
人
、
16
歳
以
上
が
３
９
２
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

在
住
外
国
人
が

困
っ
て
い
る
こ
と

　
外
国
人
が
日
本
で
暮
ら
す
に
あ

た
っ
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
日
本
語
に
つ
い
て

　
日
本
語
は
、漢
字
・
ひ
ら
が
な
・

カ
タ
カ
ナ
な
ど
文
字
の
種
類
が
多

く
、
世
界
的
に
も
非
常
に
難
し
い

言
葉
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
発
音
で
意
味
な
ど

が
異
な
っ
て
い
る
言
葉
が
多
い
こ

と
も
あ
り
、
外
国
人
が
日
本
語
を

覚
え
よ
う
と
す
る
と
、
と
て
も
難

し
い
よ
う
で
す
。

　
大
田
市
で
は
、「
日
本
語
サ
ー
ク

ル
こ
だ
ま
」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
が
、
お
お
だ
ふ
れ
あ

い
会
館
（
大
田
市
民
会
館
横
）
を

会
場
に
、
無
料
で
在
住
外
国
人
に

日
本
語
を
教
え
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
長
く
暮
ら
す
外
国
人
に

も
、
日
本
に
来
て
間
も
な
い
外
国

人
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
合

わ
せ
た
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
大
人
だ
け
で
は
な

く
、
子
ど
も
た
ち
に
も
日
本
語
を

教
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
多
言
語
で
情
報
を
お
知
ら

せ
す
る
な
ど
の
対
応
も
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

◇
日
本
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て

　
生
活
習
慣
や
ル
ー
ル
が
異
な
る

こ
と
が
原
因
で
、
困
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
学
校
の
下
駄
箱
は
そ

の
代
表
的
な
も
の
で
、
靴
を
わ
ざ

わ
ざ
上
履
き
に
履
き
替
え
る
こ
と

は
、
靴
を
履
き
替
え
る
習
慣
の
な

い
外
国
人
に
と
っ
て
は
理
解
が
難

し
い
よ
う
で
す
。

◇
学
校
生
活
に
つ
い
て

　
在
住
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
も

大
田
市
内
の
学
校
に
通
学
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
中
に
は
、
日
本
に
来
て
間

も
な
い
た
め
、
家
族
が
全
員
、
日

本
語
が
わ
か
ら
ず
、
学
校
か
ら
の

便
り
な
ど
の
内
容
が
伝
わ
ら
な
い

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
日
本
語
や
日
本
の

生
活
習
慣
が
分
か
ら
な
い
在
住
外

国
人
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

日
本
の
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
自

体
が
、
苦
痛
に
な
っ
て
い
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

在
住
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち

へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
大
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
日

本
に
来
て
間
も
な
い
た
め
に
日
本

語
が
分
か
ら
な
い
児
童
・
生
徒
が

い
る
小
学
校
に
、
日
本
語
指
導
支

援
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
授
業
の
内
容
だ
け
で
は

な
く
、
学
校
で
の
生
活
習
慣
な
ど

に
つ
い
て
も
支
援
を
し
て
お
り
、

非
常
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
支
援
が
、
在
住
外

国
人
の
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未

来
に
続
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
日
本
人
の
児
童
・

生
徒
、
そ
し
て
私
た
ち
大
人
に
も

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
思
い

ま
す
。

一
緒
に
暮
ら
す

大
田
市
民
と
し
て

　
生
活
習
慣
の
違
い
な
ど
か
ら
、

在
住
外
国
人
に
対
す
る
誤
解
や
偏

見
が
新
た
に
生
ま
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
そ
れ
は
逆
に
日
本
人

が
外
国
に
住
ん
で
も
同
じ
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
在
住
外
国
人
も
大
田
市
で
一
緒

に
暮
ら
す
大
田
市
民
と
し
て
、
互

い
に
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
共
生

の
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第
２
回
人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ

ど
い
兼
お
お
だ
ふ
れ
あ
い
会
館

第
２
回
人
権
・
同
和
問
題
研
修
会

　
市
で
は
、
在
住
外
国
人
の
人
権

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
（
研
修

会
）
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
６
月
26
日
（
月
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜

▽
会
　
場
　
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田

▽
演
　
題
　

　「
私
か
ら
は
じ
め
る
私
た
ち
の
多

　
様
性
社
会
〜
『
ち
が
い
』
と

　『
ま
ち
が
い
』の
境
界
線
の
上
で

　
〜
」

▽
講
　
師
　
三
木
　
幸
美
さ
ん

　
　
　
　
　
公
益
財
団
法
人
と
よ

　
　
　
　
　
な
か
国
際
交
流
協
会

　
　
　
　
　
職
員

▽
参
加
費
　
無
料

▽
備
　
考
　
手
話
通
訳
、
要
約
筆

　
　
　
　
　
記
が
つ
き
ま
す

▽
展
　
示
　
女
性
の
人
権
や
子
ど

　
　
　
　
　
も
の
人
権
に
関
す
る

　
　
　
　
　
展
示
あ
り

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）
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きずな

在
住
外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す



　
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
売
払
い

を
お
こ
な
い
ま
す
。

▽
売
払
い
予
定
物
件

・
（
土
地
）
水
上
町
福
原
70
番

　
７
・
８
、
71
番
２
／
宅
地
／
公

　
簿
面
積
計
1
8
6
㎡
／
旧
水
上

　
教
員
住
宅
敷
地

・
（
建
物
）
旧
水
上
教
員
住
宅
／

　
39
.93
㎡
／
昭
和
60
年
建
／
ア

　
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
未
実
施

※
　
土
地
・
建
物
一
括
で
の
売
払

い
と
な
り
ま
す
。
　

▽
入
札
予
定
日
時

　
６
月
19
日
㈪
９
時
30
分
〜

　
受
付
　
９
時
〜
９
時
20
分

▽
入
札
会
場

　
市
役
所
２
階
第
２
会
議
室

▽
現
地
説
明
会

　
希
望
者
の
み
実
施
（
６
月
９
日

　
㈮
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

※
　
物
件
そ
れ
ぞ
れ
に
条
件
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
８
）

　
今
後
の
中
山
間
地
域
対
策
を
検

討
す
る
た
め
、
島
根
県
が
実
施
し

ま
す
。

▽
調
査
時
期
　
６
月
上
旬
頃
に
調

　
査
票
を
配
布

▽
調
査
方
法
　
地
区
代
表
者
の
皆

　
さ
ん
へ
調
査
票
を
郵
送

▽
調
査
内
容
　
集
落
活
動
や
担
い

　
手
の
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
ア

　
ン
ケ
ー
ト
調
査

※
　
返
信
用
封
筒
に
よ
り
送
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
定
住
課

（
☎
０
８
５
２
‐
83
‐
８
０
３
０
）

　
市
で
は
、
６
月
を
環
境
月
間
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
６

月
４
日
㈰
を
「
環
境
美
化
行
動
の

日
」
と
し
て
、
清
掃
活
動
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　
美
し
い
自
然
と
、
き
れ
い
な
町

を
守
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
活
動

の
際
に
は
、
事
故
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課
　

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
６
９
）

▽
試
験
の
種
類

　
甲
種
／
特
類
・
第
１
類
〜
第
５

　
　
　
　
類

　
乙
種
／
第
１
類
〜
第
７
類

▽
日
時
　
８
月
６
日
㈰

　
９
時
〜
ま
た
は
13
時
30
分
〜

※
　
試
験
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

▽
場
所
　
松
江
市
ま
た
は
浜
田
市

※
　
試
験
会
場
は
、
受
験
票
で
指

定
さ
れ
ま
す
。

▽
受
験
願
書
の
受
付
期
間

　
書
面
申
請
　
６
月
５
日
㈪
〜

　
　
　
　
　
　
19
日
㈪

　
電
子
申
請
　
６
月
２
日
㈮
〜

　
　
　
　
　
　
16
日
㈮

　
詳
し
く
は
、（
一
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
試
験
案
内
と
受
験
願
書

は
、
消
防
本
部
、
西
部
消
防
署
に

あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

▽
日
時
　
６
月
10
日
㈯

　
　
　
　
13
時
〜
15
時

▽
会
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費
　
１
０
０
円

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　・
問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０

‐
６
３
１
５
‐
９
５
１
７
）

　「
挑
戦
す
る
女
性
た
ち
〜
思
い

込
み
か
ら
自
由
に
な
ろ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
神
楽
や
映
画
上
映
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
６
月
10
日
㈯

　
　
　
　
10
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す

▽
参
加
料
　
無
料

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

◇
神
楽
演
舞
　
10
時
〜

◇
映
画
上
映
　
10
時
40
分
〜

▽
作
品
　
「
サ
ン
ド
ラ
の
小
さ
な

　
家
」（
２
０
２
０
年
・
97
分
／

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
イ
ギ
リ
ス
）

▽
内
容
　
サ
ン
ド
ラ
の
人
生
再
建

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ト
ー
リ
ー
。

◇
講
演
会
　
13
時
45
分
〜

「
人
生
は
挑
戦
〜
性
別
・
年
齢
を

超
え
て
自
分
ら
し
く
輝
く
〜
」

▽
講
師
　
若
宮
正
子
さ
ん
（
世
界

　
最
高
齢
ア
プ
リ
開
発
者
）

　
80
歳
で
ア
プ
リ
開
発
を
始
め
、

世
界
で
注
目
さ
れ
る
若
宮
さ
ん
を

お
招
き
し
、
性
別
・
年
齢
に
捉
わ

れ
ず
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や

楽
し
さ
を
お
話
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
の
挑
戦
へ
の
一
歩
を
応
援
し
ま

す
。

◇
本
館
・
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

　
県
内
で
活
動
す
る
団
体
の
企
画

展
示
、販
売
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　・
問
公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
女

性
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
１
４
）
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集
落
活
動
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い
　

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」

…申し込み先
問…問い合わせ先

市　勢
（令和５年５月１日現在）

（　　）内は前月比

お
知
ら
せ

催
　
　
し

○人　口　32,487人　（△ 34）
　・男　　15,637人　（△ 12）
　・女　　16,850人　（△ 22）
○世帯数　15,473世帯（　 31）
○出生数　　　11人
○死亡数　　　55人
○面　積　435.34㎢

申

申

市
有
地
の
売
払
い

環
境
美
化
行
動
の
日

消
防
設
備
士
試
験

あ
す
て
ら
す

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３

申



▽
日
時
　
６
月
20
日
㈫

　
　
　
　
13
時
〜
15
時
10
分

▽
会
場
　
い
わ
み
ー
る（
浜
田
市
）

▽
参
加
費
　
無
料

▽
定
員
　
20
人

▽
内
容
　
健
康
、居
場
所
づ
く
り
、

　
地
域
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

　
な
テ
ー
マ
で
活
動
す
る
団
体
が

　
ブ
ー
ス
を
構
え
、
交
流
や
意
見

　
交
換
が
で
き
ま
す
。

※
　
６
月
15
日
㈭
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
・
問
く
に
び
き
学
園
西
部
校

（
☎
０
８
５
５
‐
24
‐
９
３
３
６
）

▽
日
時
　
６
月
18
日
㈰

　
　
　
　
11
時
〜
16
時

▽
会
場
　
Ｊ
Ａ
出
雲
ラ
ピ
タ
本
店

◇
相
談
会

・
公
証
人
、
司
法
書
士
、
法
務
局

　
職
員
に
よ
る
相
続
・
遺
言
の
相

　
談
会
で
す
。

※
　
相
談
時
間
は
20
分
間
で
す
。

◇
終
活
セ
ミ
ナ
ー

・
司
法
書
士
に
よ
る
エ
ン
デ
ィ
ン

　
グ
ノ
ー
ト
を
使
用
し
た
セ
ミ

　
ナ
ー
。
法
務
局
職
員
に
よ
る
相

　
続
登
記
制
度
お
よ
び
遺
言
書
保

　
管
制
度
に
関
す
る
説
明
。

▽
料
金
　
無
料

▽
申
込
期
限
　
６
月
16
日
㈮
　
　

　
　
　
　
　
　
12
時
ま
で

※
　
事
前
予
約
制
で
先
着
順
。

　・
問
松
江
地
方
法
務
局

（
☎
０
８
５
２
‐
32
‐
４
２
０
０
）

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ

ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。
好
き
な
時
間
に

自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
べ
、
完
全
個

別
指
導
の
た
め
、
初
心
者
で
も
安

心
で
き
る
講
習
で
す
。

▽
受
講
期
間
　
６
月
１
日
㈭
〜
令

　
和
６
年
１
月
31
日
㈬

▽
会
場
　
有
限
会
社
島
根
Ｏ
Ａ

　（
久
手
町
刺
鹿
１
４
５
６
番
地

　
２
）

▽
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
）
　
　

　
１
コ
ー
ス
　
１
０
０
０
円

▽
対
象
者
　
ひ
と
り
親
家
庭
の

　
母
、
ま
た
は
父

▽
受
講
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
基

　
礎
、メ
ー
ル
基
礎
、　
　 

基
礎
・

　
応
用
、
　
　
基
礎
・
応
用
な
ど

　
10
コ
ー
ス

※
　
１
期
間
中
に
３
コ
ー
ス
ま
で

受
講
可
能
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
・
問（
一
財
）島
根
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
　

（
☎
０
８
５
２
‐
32
‐
５
９
２
０
）

　
認
知
症
の
人
や
家
族
を
あ
た
た

か
く
見
守
る
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
を
養
成
し
ま
す
。

▽
日
時
　
６
月
15
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

▽
会
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階

▽
定
員
　
15
人
（
要
事
前
申
込
）

▽
参
加
料
　
無
料

※
　
町
内
会
な
ど
地
域
で
の
集
ま

り
や
職
場
単
位
、市
民
の
皆
さ
ん
が

主
催
す
る
催
し
に
、講
師
が
出
か
け

て
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
）。

　
・
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
７
７
６
６
）

　
保
育
園
な
ど
の
保
育
施
設
で
は

調
理
補
助
や
洗
濯
・
清
掃
な
ど
、

資
格
を
必
要
と
し
な
い
軽
易
な
お

仕
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
保

育
補
助
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
く
た

め
の
心
構
え
や
知
識
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
10
人

▽
申
込
期
限
　
６
月
14
日
㈬

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
１
２
０
‐
78
‐
１
１
４
２
）

　「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突
然
の
解
雇
」

「
残
業
代
が
支
払
わ
れ
な
い
」「
勤

務
態
度
に
問
題
の
あ
る
社
員
に

困
っ
て
い
る
」な
ど
、職
場
の
ト
ラ

ブ
ル
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
専
門

家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽
日
時
　
６
月
25
日
㈰

　
受
付
時
間
　
10
時
〜
15
時

▽
会
場
　
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

▽
相
談
料
　
無
料

▽
相
談
員
　
弁
護
士
、
労
働
組
合

　
役
員
、
会
社
経
営
者
な
ど

▽
申
し
込
み
　
６
月
20
日
㈫
締
切

※
　
労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
の

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
パ
ー
ト

や
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て
の
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

問
島
根
県
労
働
委
員
会

（
☎
０
８
５
２
‐
22
‐
５
４
５
０
）
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W
indow

s
W

ord
Excel

申

申申

申
ひとり親家庭

法律相談・巡回就業相談

申

◇法律相談
　相談料無料・要予約・一人30分
・会場　いわみーる（浜田市）
・開催日時　毎月第４水曜日
　13時30分～15時30分
※　10月・12月・３月は次のとおり
実施します。10月18日㈬　12月22
日㈮　３月19日㈫

◇巡回就業相談
　相談料無料・要予約
※　会場（市内）や日程は、申込時に
調整します。

　・問（一財）島根県母子寡婦福祉連
合会（☎0852‐32‐5920）

く
に
び
き
学
園
西
部
校

公
開
講
座

相
続
・
遺
言
相
談
会
と

終
活
セ
ミ
ナ
ー

ひ
と
り
親
家
庭
対
象

パ
ソ
コ
ン
教
室

募
集
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

保
育
補
助
育
成
講
習

募
　
　集

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

労
働
相
談
会

申
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初
心
者
を
対
象
に
一
般
事
務
に

必
要
な
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

（
文
書
作
成
・
表
計
算
な
ど
）の
実

践
的
知
識
、
技
能
の
習
得
を
目
指

し
ま
す
。

　
併
せ
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
職

業
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
ま
す
。

◇
パ
ソ
コ
ン
資
格
取
得
コ
ー
ス

▽
期
間
　
８
月
１
日
㈫
〜
10
月
31

　
日
㈫

▽
会
場
　
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島

　
根
（
江
津
市
）

▽
受
講
料
　
テ
キ
ス
ト
代
１
万
２

　
０
０
０
円
程
度
、
そ
の
他
資
格

　
取
得
に
関
す
る
費
用

▽
対
象
　
求
職
者

▽
申
込
期
限
　
７
月
13
日
㈭

▽
定
員
　
15
人

▽
入
校
検
定
日
　
７
月
19
日
㈬

▽
検
定
会
場
　
浜
田
合
同
庁
舎

▽
選
抜
方
法
　
面
接
・
筆
記
試
験

 

（
国
語
・
数
学
）
　
　

▽
申
込
方
法
　
お
近
く
の
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
窓
口
で
相
談
の
う
え
、

　
入
校
願
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提

　
出

問
県
立
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
‐
22
‐
２
４
５
０
）

　
く
に
び
き
学
園
は
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
現
地
学
習
、
地
域
団
体

と
の
交
流
の
場
な
ど
を
通
じ
、
卒

業
後
に
地
域
の
中
で
楽
し
く
や
り

が
い
を
も
っ
て
、
い
き
い
き
と
活

動
で
き
る
よ
う
な
学
び
を
提
供
し

ま
す
。

▽
受
講
資
格
　
原
則
県
内
在
住
の

　
60
歳
以
上
の
人
で
、
地
域
活
動

　
に
興
味
の
あ
る
人
。
60
歳
以
下

　
の
人
、
シ
マ
ネ
ス
ク
く
に
び
き

　
学
園
卒
業
生
も
受
講
可
。
　

▽
修
学
期
間
　
２
年
間
（
前
期
課

　
程
１
年
、
後
期
課
程
１
年
）

　
令
和
５
年
９
月
〜
令
和
７
年
９

　
月

※
　
後
期
課
程
へ
の
編
入
も
可
能

で
す
（
修
学
期
間
１
年
間
）。

▽
学
習
拠
点
　
い
わ
み
ー
る

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
浜
田
市
）

▽
開
校
日
　
毎
週
火
曜
日
（
年
間

　
40
日
程
度
）

▽
授
業
料
な
ど
　

　
受
講
申
込
金
１
万
円
・
受
講
料

　
年
額
１
万
８
０
０
０
円
・
傷
害

　
保
険
料
年
額
２
５
０
０
円
程
度

※
　
受
講
に
か
か
る
諸
経
費
、
学

生
自
主
活
動
に
か
か
る
諸
経
費

は
、
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

▽
募
集
要
項
・
願
書
　

　
市
役
所
介
護
保
険
課
や
温
泉
津

　
支
所
、
仁
摩
支
所
、
各
ま
ち
づ

　
く
り
セ
ン
タ
ー
、
大
田
市
社
会

　
福
祉
協
議
会
な
ど
で
配
布
し
て

　
い
ま
す
。

問
く
に
び
き
学
園
西
部
校

（
☎
０
８
５
５
‐
24
‐
９
３
３
６
）

　
放
送
大
学
は
、
令
和
５
年
10
月

の
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で

学
ん
で
い
ま
す
。

◇
入
学
説
明
会
・
相
談
会

・
出
雲
会
場

▽
日
時
　
７
月
９
日
㈰
13
時
〜

　
　
　
　
８
月
27
日
㈰
13
時
〜

▽
場
所
　
出
雲
中
央
図
書
館

・
浜
田
会
場

▽
日
時
　
７
月
30
日
㈰
10
時
〜

　
　
　
　
８
月
18
日
㈮
９
時
〜

▽
場
所
　
い
わ
み
ー
る（
浜
田
市
）

※
　
資
料
（
無
料
）
請
求
は
、
島

根
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
放
送
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

問
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
‐
28
‐
５
５
０
０
）

▽
対
象
者
　
次
の
①
〜
③
の
い
ず

　
れ
か
に
該
当
す
る
人
　

①
令
和
５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養

　
手
当
の
受
給
者

②
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

　
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
５
年
３

　
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

　
を
受
け
て
い
な
い
人

※
　
「
公
的
年
金
な
ど
」
と
は
、

　
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢

　
年
金
、
労
災
年
金
、
遺
族
補
償

　
な
ど
で
す
。

③
食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響

　
に
よ
り
家
計
が
急
変
す
る
な
ど
、

　
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

　
し
て
い
る
人
と
同
じ
水
準
と
な

　
っ
て
い
る
人

▽
給
付
金
額
　

　
児
童
１
人
あ
た
り
一
律
５
万
円

▽
給
付
金
の
支
給
手
続
き

・
支
給
対
象
者
①
…
…
申
請
不
要

・
支
給
対
象
者
②
③
…
…
申
請
が

　
必
要
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

▽
対
象
者
　
次
の
①
・
②
の
両
方

　
に
該
当
す
る
人
（
ひ
と
り
親
世

　
帯
分
の
給
付
金
を
受
け
取
っ
た

　
人
を
除
く
）

①
18
歳
未
満
の
児
童
（
障
が
い
児

　
の
場
合
は
20
歳
未
満
）
を
養
育

　
す
る
父
母
な
ど
（
令
和
６
年
４

　
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
新
生

　
児
も
対
象
）

②
住
民
税
が
非
課
税
の
人
、
ま
た

　
は
令
和
５
年
１
月
１
日
以
降
の

　
収
入
が
急
変
し
、
住
民
税
非
課

　
税
相
当
の
収
入
と
な
っ
た
人

▽
給
付
金
額
　

　
児
童
１
人
あ
た
り
一
律
５
万
円

▽
給
付
金
の
支
給
手
続
き

・
令
和
４
年
度
子
育
て
世
帯
生
活

　
支
援
特
別
給
付
金
（
そ
の
他
世

　
帯
分
）
の
受
給
者
…
…
申
請
不

　
要

・
右
記
以
外
の
人
…
…
申
請
が
必

　
要
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

問
子
ど
も
保
育
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
８
）

く
に
び
き
学
園
西
部
校

受
講
生

県
立
西
部
高
等
技
術
校

放
送
大
学
10
月
入
学
生

ひ
と
り
親
世
帯
・
子
育
て
世
帯
へ

生
活
支
援
特
別
給
付
金
を
給
付

ひ
と
り
親
世
帯

子
育
て
世
帯
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木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

　
市
で
は
「
大
田
市
耐
震
改
修
促

進
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
震
な
ど

に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒
壊
を
防
止

し
、
そ
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
耐
震
診
断
を
お
こ
な
う
木

造
住
宅
の
所
有
者
に
対
し
て
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象
の
建
築
物

①
市
内
に
所
在
す
る
住
宅

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

　
建
築
さ
れ
た
も
の
、
ま
た
は
着

　
工
さ
れ
た
も
の

③
階
数
２
階
以
下
の
戸
建
住
宅
、

　
併
用
住
宅
、
長
屋
建
住
宅
、
共

　
同
住
宅
（
店
舗
併
用
住
宅
の
場

　
合
は
、
店
舗
部
分
の
床
面
積
が

　
延
面
積
の
２
分
の
１
未
満
）

▽
内
容

　
耐
震
診
断
事
業
（
建
物
に
耐
震

　
性
が
あ
る
か
を
所
定
の
建
築
士

　
が
診
断
す
る
も
の
）

▽
補
助
率
　
３
分
の
２
以
内

　
（
補
助
限
度
額
６
万
円
）

▽
受
付
期
限
　
10
月
31
日
㈫

▽
募
集
件
数
（
予
定
）
１
件

　
こ
の
ほ
か
、
耐
震
診
断
結
果
が

「
耐
震
性
な
し
」の
場
合
、次
の
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

・
耐
震
改
修
設
計
事
業
（
耐
震
性

　
の
な
い
も
の
を
耐
震
化
す
る
改

　
修
設
計
）

・
耐
震
改
修
事
業
（
耐
震
性
の
な

　
い
も
の
を
耐
震
化
す
る
改
修
工

　
事
）

・
解
体
事
業（
耐
震
性
の
な
い
も

　
の
を
解
体
し
、
更
地
と
す
る
工

　
事
）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

除
却
や
建
替
え

　
大
規
模
地
震
の
発
生
時
に
予
想

さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊

や
転
倒
に
よ
る
災
害
を
防
止
し
、

避
難
路
な
ど
の
通
行
を
確
保
す
る

た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
所
有

者
が
実
施
す
る
除
却
や
建
替
え
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
却
ま
た

　
は
建
替
え
（
建
替
え
は
ブ
ロ
ッ

　
ク
や
生
垣
を
除
く
）

▽
補
助
対
象
の
条
件

・
避
難
路
（
小
学
校
の
通
学
路
）

　
に
面
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
高
さ
が

　
０
・
８
㍍
を
超
え
る
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危

　
険
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
も

　
の

※
　
耐
震
診
断
は
、
建
築
士
や
ブ

ロ
ッ
ク
診
断
士
が
点
検
表
に
基
づ

き
お
こ
な
う
も
の
を
対
象
と
し
ま

す
。

▽
補
助
率
　
３
分
の
２

 

（
補
助
限
度
額
　
一
敷
地
あ
た

　
り
26
万
４
０
０
０
円
、
長
さ

　
１
㍍
あ
た
り
８
万
円
）

▽
補
助
対
象
者

　
市
内
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
所

　
有
し
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な

　
い
人

▽
募
集
件
数
（
予
定
） 

１
件

▽
募
集
期
限
　
７
月
31
日
㈪

　再生可能エネルギーなどの普及啓発を促進し、大気
環境の改善と地球温暖化の抑制を図るため、太陽光発
電設備などにかかる経費の一部を補助します。
　対象者の要件や対象経費など、諸条件がありますの
で、工事の契約前にお問い合わせください。
▽対象者　市内に居住する個人（木質燃料活用機器の
　み、市内の事業所に設置される事業者も対象）
◇太陽光発電設備
▽対象機器　住宅および賃貸集合住宅へ設置する太陽
　光発電設備で、出力10ｋＷ未満のもの
▽補助金額　出力１ｋＷあたり３万円（上限12万円）
◇蓄電池設備
▽対象機器　太陽光発電設備に設置する蓄電池設備
　で、蓄電容量が１.０ｋＷｈ以上のリチウムイオ
　ン蓄電池および電力変換装置を備えているもの
▽補助金額　設置にかかる費用の額（上限７万円）

◇太陽熱利用システム
▽対象機器　住宅の屋根などに設置し、不凍液などを
　強制循環する集熱器と蓄熱槽から構成され、給湯ま
　たは冷暖房などに利用する太陽熱利用システム（い
　わゆる「太陽熱温水器」は対象外）
▽補助金額　対象経費の２分の１（上限30万円）
◇木質燃料活用機器
▽対象機器　ペレットストーブ、薪ストーブ、ペレッ
　トボイラー、薪ボイラーなど（化石燃料を併用する
　機器は含みません）。ただし、購入経費が５万円以
　上の機器
▽補助金額
　対象経費の３分の１（1,000円未満切捨て）の２倍
　（上限18万円）
※　補助金の一部は島根県の補助金を活用しています。
※　補助予定件数に達した場合は、申請受付を終了し
ます。
※　いずれも工事着工前の申請が必要です。

問環境政策課（☎0854‐83‐8071）

補
助
事
業
の
ご
案
内

随
時
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

太陽光発電設備などの
設置費用の一部を補助

問
建
築
営
繕
課
　

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
０
５
）

キロワット

キロ ワット アワー
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大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
久手（鳥越含む）
富山・朝山・波根

６月不燃ごみの収集日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。

【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時
【休日】　４日・18日　
一般家庭　８時30分～11時30分

※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。

ごみの持ち込み

マイナポイント申込期限は９月30日まで

休日と夜間に窓口を開設
マイナンバーカードの手続きに

　マイナンバーカードを令和５年２月末までに申請した人に、最大２万円分の
ポイントが付与される「マイナポイント第２弾」。マイナポイントを受け取る
には、マイナンバーカードを使っての申し込みが必要です。
※　一部の決済サービスにおいて、申込期限が異なる場合があります。
▽マイナポイント第２弾とは
　・マイナンバーカードを取得し、選択したキャッシュレス決済サービスで
　　チャージまたはお買い物をした人には最大5,000円分のポイントを付与。
　・健康保険証の利用申込をした人には7,500円分のポイントを付与。
　・公金受取口座登録をした人には7,500円分のポイントを付与。
▽マイナポイント申し込みの手続き
　スマートフォンやパソコン、携帯ショップ、郵便局などで手続きができます。
また、市役所本庁舎・温泉津支所・仁摩支所でもお手伝いできます。市役所本
庁舎では、リモート支援窓口を開設していますので、お気軽にご利用ください。

問政策企画課（☎0854‐83‐8005）

　マイナンバーカードの交付について、次のとおり、休日窓口の開設と平日の
窓口延長をおこないます。
　市役所の開庁時間内にマイナンバーカードの申請や受け取りが難しいかた
は、ぜひ、ご利用ください。なお、混雑緩和のため、予約制とします。

▽申請・交付場所　　市役所本庁　市民課　
　※　支所ではおこないません。
　※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所でカードを保管しています
　ので、受け取り希望日の５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務　　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
　※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
▽申し込み　　予約制
　※　市民課へ事前に予約をしてください。予約状況などによっては、希望
　の日時に受け取りができない場合があります。

　・問市民課（☎0854‐83‐8067）申

６月
７月
８月

11日・25日
９日・23日
13日・27日

５日・19日
３日・24日
７日・21日

休日窓口（日曜日）
８：30～12：00

平日窓口延長（月曜日）
17：15～19：30

日７
２
１
12
９
13
14
８
５
６
８

日

日
日

21
16
15
26
23
27
28
22
19
20
29

30
13

数量限定・当日ボランティア募集・中止の場合あり

①おおだ子ども食堂
　おおだふれあい会館

24日㈯17：00～19：00
☎090‐4897‐4308

17日㈯11：00～13：30
☎090‐1188‐9088

17日㈯17：00～19：00
☎0854‐83‐7373

②みんなの食堂
　祖式ジム

③多世代交流食堂みーる堂
ゆきみーる（若者も無料）

子ども食堂６月の予定
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　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

６月の相談
年金相談（要予約）

生活相談

こころの健康相談（要予約）

難病相談

移動ナースバンク

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩み
ごとに関する総合的な
サポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

一般相談

13日㈫　
10時～12時
要予約・無料
2日･9日･16日･
23日･30日
（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分

電話相談のみ
３日㈯ ９時～11時30分

就労相談
（要予約）

14日㈬ 
13時30分~15時30分

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）申

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）

15日㈭　13時30分～15時30分　県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

　・問県央保健所 医事・難病支援課（☎0854-84-9825）申
6日㈫･20日㈫ 9時30分~11時 県央保健所

28日㈬　13時30分～16時 ハローワーク石見大田

福祉職場相談会

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）
28日㈬　13時30分～15時30分　ハローワーク石見大田

若者就労相談（要予約）

問サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）
９日㈮　10時～12時　 ハローワーク石見大田

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

９日㈮　19時～20時30分 大田商工会議所

６日㈫・22日㈭ 10時～15時
　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
申

申

市役所４階大講堂

交通事故相談（要予約）
６日㈫　９時～15時 市役所２階第２会議室

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

石見法律相談センター相談会（要予約）
23日㈮　10時～16時

納期限および口座振替日
固定資産税

軽自動車税（種別割）
市県民税

５月31日
１期
全期
―

６月30日
―
―
１期

おおだふれあい会館

行政相談
２日㈮　９時～12時
問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

市役所３階第２会議室

人権相談
２日㈮　18時～21時
９日㈮　13時～16時
１日㈭　13時～16時

おおだふれあい会館
温泉津まちづくりセンター
仁万まちづくりセンター

期限内に納付をお願いします

　市役所本庁の収納管理室で市税・国民健康保険料・後期
高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　５月29日㈪、30日㈫、31日㈬
　６月12日㈪、28日㈬、29日㈭、30日㈮
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
　６月18日㈰

問収納管理室（☎0854‐83‐8026）

税・保険料
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　霊峰、三瓶山。その麓に広がる透きとおった風が心地
のいい草原で、からだとこころを開放するグランピング
体験を。国立公園の雄大な自然と、活きた火山がつくり
出す、風景、食材、そして温泉。日々の暮らしから一歩
抜けだす体験の数々が、あなたの休日を、もっと特別な
ものへと変えてくれるはずです。
　施設内ではトヨタのモビリティ体験も可能、国民宿舎
さんべ荘の温泉の入浴券付きです。宿泊は１泊２食付き
で、目にも舌にも美味しい地産地消のメニューは山の駅
さんべがプロデュース。作り立てを閉じ込めたパウチで
提供するため、アウトドアの醍醐味である作る楽しさは
活かしながらも面倒な調理はせず本格的な食事を楽しん
でいただくことができます。

　夏休みや連休の旅行に、ぜひご検討ください。
　６月末までのご宿泊には全国旅行支援・しまね旅キャ
ンペーンの適用プランもございます。

（※　全国旅行支援プランは上限に達し次第、終了します）

　４月１日・２日、長久まちづくりクラブが主催する
「長久さくら祭り」が、大田浄化センターをメイン会場
に３年ぶりに本格開催されました。この祭りは住民手作
りのイベントで、長久町のシンボル「三瓶川の桜並木」
を活かして、地域活性化と住民相互の交流を図ることを
目的としています。
　１日目は夜の部。ライトアップされた幻想的な桜の風
景を写真に収めようと、カメラやスマホを持った多くの
方でにぎわいました。地元の保育園児や町民の皆さんが
描いた絵を貼った灯篭や竹オブジェなどが会場を一層盛
り上げました。
　２日目は「昼の部」。地元有志の屋台コーナーのほか、
神楽やよさこいなど楽しいイベントステージがおこなわ
れ、多くの人が春の訪れを楽しみました。

実施期間は本年11月26日まで
公式サイトにて予約受付中
詳細情報・予約はＱＲコード
またはこちらから　https://glanscape.jp/sanbe

Instagramでは最新のキャンペーン情報や施設情報を
発信しています（＠glanscape_sanbe_shimane）

　温泉津やきものの里周辺で恒例の「春のやきもの祭
り」が４月15日・16日に開催されました。
　やきもの館前にはテントが並び、コーヒーやジュース
などの飲み物のほか、焼き菓子や雑貨などを販売。また、
館内では、陶器を求める人や陶器の創作体験を楽しむ親
子の姿がありました。
　イベントとして、やきもの館と窯元を巡るスタンプラ
リーや「福光石」石切り場ツアーがおこなわれ、多くの
人が参加し楽しんでいました。
　やきもの祭りにあわせて登り窯に火を入れ、焚きあげ
た陶器を窯から取り出す恒例の「窯出し」は事前におこ
なわれ、陶器は３つの窯元で販売されました。窯元では
大皿や小皿、茶碗など多くの陶器が並べられ、訪れた人
はじっくりと選んで購入していました。

壮大な風景を楽しむグランピング施設

「ＧＬＡＮＳＣＡＰＥ」が三瓶山西の原で昨年秋に引き続き、グランドオープンしました
グ ラ ン ス ケ ー プ

大自然の三瓶で癒しの休日を

ちょうちんに照らされた夜桜楽しむ 丁寧に作り込まれた窯出し陶器

「ＧＬＡＮＳＣＡＰＥ　大山隠岐国立公園　Ｓａｎｂｅ，Ｓｈｉｍａｎｅ」　


